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三
鷹
の
岡
本
さ
ん
創
作

神
奈
川

県
相

槙

原
市

の
知
的
障
害
者

想
社

た
設

「
津
ケ
キ

■
■

い
”
・園

」
で

の
摯
傷
事
眸
口
を

題
初

に
、
犠
牲
者
の

鎮
魂
や
事
件

の
風
化

防
止

へ
の
折
り
を

こ
め
た

バ
レ

エ
が

ロ
シ

ア
極
東

の
ウ
ラ

ジ

オ

ス
ト
ク

で
加

口
に
生
演
さ
れ
る
。

創

作
者
は
自
ら
も
知
的
障
害
者

の
子
を

も

つ
三
鷹
市

の
バ
レ

エ
講
師

、
日
本
る

み

子
さ

ん

（
引

）
だ

。
事
件
か
ら
今

月

で

３
年

．
岡
本
さ

ん
は

「
障
害
者
が
饉
や

か

に
生
き

ら
れ

て
こ
そ
豊
か
な

社
会
だ

と
、
世

界

に
伝
え
た
―
′、
」
と
語
る
。

一
も

っ
と
真

剣
な
表
情

で
」
。

ロ
シ

ア
公
演
ま

で
１
か

月
を
切

っ
た

６
月
３０

日
．
岡
本
さ
ん
は

、

自

身
が

主
宰
す
る
武
蔵

野
市
内

の
バ
レ

エ
教
室

で
、
出
演
す
る

生
徒
た
ち

の
演
枝
指
導

に
熱
を

上

げ

て
い
た

。
生
徒
た
ち
は

み

な
健
常

者

で

、
岡
本
さ
ん
は
表

情
や
動
作

に
細
か

く
注
文
を
付

け
る
。

「
『
怖
い

』

『
痛
い
」

「
わ
け
が

分
か
ら
な
い
』
と

い

う
感
情
を
多

現
し

て
」

作

品
の
タ
イ
ト

ル
は

「
レ
ク

メ

エ
ら
」

（
簿
魂
歌

）
。
前
半
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20日園ガ輻 「事件の風化鼈ぎない」

臀罰 「 ,単夕 ='キ Pl.:卜 |`'11::ilヒ議での殺傷事 ||・ 2015年
7月 26日 米明に発生。フ`所
者 19人 が

｀
殺害され ■1員 :き

含め多数が重
=イ
房を負 ,

たc元職員の男が 1タメ罪凛
どで起訴され ,I年 1月 に
横浜地裁で初公判が開かれ

る見通し。

は
障
害
者
と
施
認
職
員
が
公
園

で
遊
ぶ
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、

施
設
を
退
職
し
た
職
員
が
角

変
し
て
ナ
イ
ア
で
障
害
者
を
襲

う
場
面
に
移
る
。
後
半
は
緩
魂

の
祈
り
を
こ
め
た
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
出
演
者
全
員
に
よ
る
献

花
で
専
を
開
じ
る
。

「安
ら
か

に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」
。
犠
牲

に
な
っ
た
人
々
へ
の
、
岡
本
さ

ん
の
そ
ん
な
思
―′、も
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
流
さ
れ
る
。

岡
木
さ
ん
の
次
男
、―
大
地
さ

ん
（”
）は
三
朦
市
の
障
害
者
支

援
施
設
に
通
所
し
て
い
る
。

大
地
さ
ん
に
障
害
が
あ
る
と
わ

か
っ
た
の
は
４
歳
の
と
き
。
岡

本
さ
ん
は

「な
ぜ
自
分
の
子
が

…
…
」と
思
い
悩
ん
だ
と
い
う
の

だ
が
、
わ
が
子
に
寄
り
添
い

な
が
ら
福
祉
制
度
を
学
ぶ
日
々

を
過

」ヽす
う
ち
、
自
ら
が
者
―′、

頃
か
ら
打
ち
込
ん
で
き
た
バ

レ
エ
と
、
福
祉
と
の
間
に
共
辛

点
を
見
―′、
だ
し
″
。

「ど
ち
ら

も
豊
か
な
心
で
臨
ま
な
け
れ

ば
」
。
一岡
オ
き
ち
が
絢
２
年
前

に
Ｈ
Ｐ
Ｏ
法
メ

一ア
ン
リ
三ヽ
ア

ッ
ド
知
門
に一一が
い
者
支
援
の

会
」
を
設
立
し
．
テ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
蘭
催
し

て
き
た
の
は
、
そ
ん
な
気
持
ち

の
表
れ
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
施
設
の
元
稿

員
が
入
所
者
た
ち
を
襲
っ
た
相

模
原
の
事
件
に
は
強
い
衝
撃
を

受
け
た
。
大
地
さ
ん
ら
と
現
場

で
花
を
手
向
け
た
後
‐

「決
し

て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
Ｌ

だ
」
と
の
決
意
を
胸
に

「レ
ク

イ
エ
ム
」
の
創
作
に
着
手
。
２

０
１
７
年
、
武
蔵
野
市
で
の
パ

レ
エ
公
演
で
初
め
て
披
露
し

パ
レ
エ
の
本
場
、　
ロ
シ
ア
で

の
公
演
を
企
画
し
た
の
は

「編

外
で
の
公
演
が
話
態
に
な
れ

ば
、
事
件
が
思
い
出
さ
れ
、
風

化
を
防
げ
る
の
で
は
」
と
思
っ

た
か
ら
。
２０
日
は
４
５
０
人
を

収
容
す
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の

劇
場
で
男
女
万
人
の
ダ
ン
サ
ー

が
作
品
を
披
露
す
る
。
日
本
さ

ん
は

「観
衆
の
皆
さ
ん
に
、
社

会
的
）に
弱
い
人
た
ち
へ
の
愛
情

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
踊

り
を
見
せ
た
い
二
と
一言
気
込
ん

で
い
る
。

一血
輪
で
大
縛
◎
藝
競巡
熱
心
¨

新
宿
サ
ミ
ッ
ト
で
森
会
長
講
演

新
宿

区
の
京

エ
プ

ラ
ザ
ホ
テ

ル

で

１

日

、

全

国

の

旅

館

の

女
将
が
集

う

「
第

３０
回
全
国
女

将
サ

ミ

ッ
ト

２
０

１
９
東
京

」

が
開

か
れ

、
東

京

五
輪

・
パ

ラ

リ

ン
ピ

ッ
ク

大

会

組
織
委
員
会

の
森

喜
朗

会

長

（
別

）
が
約
１
０

０
人

を
前

に
基

調
請
演
を
行

っ

森
会

長
は
東

京

五
輪

・
パ
ラ

リ

ン
ピ

ッ
ク

と

ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー

ル
ド

カ

ッ
プ

で
世

界
中

の
選
手

や
観
光
客

が

来

日
す
る

こ
と

に

触

れ
、

「

（
女
将

に
は

）
奉
仕

の
心
が

あ

る

。

日
本

の
旅
館
が

世
界

の
皆
さ

ん
か

ら
関

心
を
持

っ
て
も

ら
え

る
よ

う
．
心
意

気

を

見

せ

て

頂

モ

っ
て
く

だ

さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

講
演
を
聞
い
た
埼
玉
県
飯
能

市
の
名
栗
温
泉

「大
松
閣
」
の

柏
木
由
香
さ
ん
（朽
）は

「外
国

人
観
光
客
に
日
本
文
化
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
お
も
て
な
し
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

一同
サ
ミ
ッ
ト
は
女
将
の
交

流
の
場
を
作
ろ
う
と
１
９
９
０

年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
で
３０
回

目
。

路 饉
基調講演する森会長

(1日 、新宿区で )

調
布

市

で
１

日
、
人
通

り
が

多
い
場
所
や
学
校
周

辺
な

ど
屋

外

で
の
喫

煙
を
禁
上
ず

る
受
動

喫

煙

防

止

条

例

が

施

行

さ

れ

受
動
喫
煙
防
止
条
例
が
施
行

調
臨
蹴
一躙
饂
咆
駅
ユ躙
広
躙
写
当
Ｒ

た

。
公
共

の
場

で
の
屋
内
禁

煙

を
義

務
づ
け
る

改
正
健
康
増
進

法
や
部

条
例
よ

り
厳
し
い
内

容

と
な

っ
て
い
る

。

条
例

で
は

、
Ｏ
市

内
９
訳

の

駅
前
広
場

や

周
辺

の
略
上
②

学

校

（
大
学

・
短
大
を
除
く

）
や

児
童
福
祉
施

設

の
敷

地

に
隣
接

す
る
Ｌ
上

Ｏ
市
立

の
公

園

ヽ
達

園
２
２
６
か

所
の

市

庁
舎
な
ど

Ｔ

Ｉ
”
一一一マ
ー
ー
で
の
■
煙
を
な
〓

上
。
こ
の
う
ち

計
一
■
４
ｉ
と

周

調
布
駅
前
広
場

で
、
市
職
員
と

と
も

に
啓
発
用

の
チ

ラ
シ
や
テ

ィ

ッ
シ

ュ
を
通
り

か
か

っ
た

人

々
に
配
布
し
、
条

例
施

行
を
Ｐ

Ｒ
し

て
い
た

。

米
軍
横

田
基
地

（
福
生

市
な

ど

）

に
配
備
さ
れ

て
い
る
空
軍
輸

送
概

Ｃ
Ｖ
２
オ

ス
プ

レ
イ

の
部

隊
が
１

日
、

「
第
■
特

殊
作
戦
中

隊

」

に

再
編
さ
れ
、
同

星
地

で
式

典
が

行

わ
れ
た
。

同

基

地

配

傭

の

オ

ス

プ

レ

イ

は

こ
れ

ま

で

、

沖

縄

県

の

嘉

手

納

基

地

に

司

令

部

を

置

く

「
第

３

５

３

特

殊

作

戦

群

」

か

ら

派

遣

さ

れ

た

分

違

隊

と

い

う

位

置

づ

け

だ

っ
た

が

、

同

作

戦

群

の

下

で
単
独

の
部
隊
と

し

て
再
編
さ

れ
た

Ｇ
横

田

基

地

の

格

納

庫

で

行

わ

れ

た

式

典

で

は

．

第

２１

特

殊

作

戦

中

隊

指

拝

富

の

ジ

ェ
イ

ソ

ン

・
ホ

ッ
ク

中

佐

が

あ

い

さ

つ
っ

「
我

々
は

イ

ン

ド

大

平

洋

地

域

で

、

必

要

と

さ

れ

る

救

助

、

災

害

、

緊

急

事

態

な

ど

に

即

応

す

る
プ

ロ
で
あ
り

続
け

る

」
と
述

ベ

た

。昨
年

１０
月

の

正
式

配
儒

開
始
以

来
、
同
基

地

に
は

ｂ
機

の
オ

ス
プ

レ
イ
が

配
備

さ
れ

て
お
り

、
２
０

２
４
年

頃
ま

で
に
計
Ю
概
が

配
傭

さ
れ

る
予

定
ｃ

管
内

の
在
来

線

で
は

１
３
２
９

件

に
上

っ
て
い

る
。

一■

・
一
一
・

・・●
■
ｔ
，

一
ヨ
一

´

寺

行
一Ｌ
歌

Ｆ
伎
町

の

マ

ン

ン
コ

ン

内
で
６

月
Ｔ

Ｈ

に
■

体

で
見

つ

ベ
ト
ナ
ム
人
６
入

傷
害
容
疑
で
逮
捕

警
視
庁
は
１
日
、
中
野
区
東

中
野
、
自
称
会
社
員
ゴ
・
チ
ェ

ン
・
タ
ン
容
疑
者
（器
）ら
２０
～

”
歳
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
男
６
人

を
傷
害
容
疑
で
逮
捕
し
た
と
発

表
し
た
ｃ
逮
捕
は
６
月
”
日
。

発
表
に
よ
る
Ｌ
、
６
メ
は
４

月
２８
日
夜
、
新
宿
区
百
人
町
の

ベ
ト
ナ
ム
料
理
店
で
店
側
と

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
仲
裁
に
入

っ
た
日
本
語
学
校
生
の
ベ
ト
ナ

ム
人
男
性
（器
）
の
顔
を
ビ
ー

ル
ジ
ョ
ッ
キ
や
イ
ス
で
殴
り
、

首
の
骨
を
折
る
な
ど
全
治
約
６

週
間
の
重
傷
を
負
わ
せ
た
疑

い
ｃ
（，
ハ
と
も
容
疑
を
認
め
て

い
る
。

・ザＲ
東
■
■
篤
時
訪
練
施
設

下
＝
■
＝精
印
〓〓
一■
対
一Ｌ
芋
習

―
≡
二
一
三
オ
「
一
Ｉ
二
■
〓■
１
■
■
■
一「
日
一‐卜あ
ハ
イ　
一一
一
イ
〓
に

１

，
　

Ｐ

■
■
ョ

ヾ

旱

Ｉ

１

１

ヽ
ノ

ー

ト

一

「

■

Ｌ

」

‐一
Ｆ

，

一１

■

‘
１

‐

Ｄ

Ｉ

オ
ス
プ
レ
イ
部
は

再
編

横田基地で式典

茂

田

」
と

名
付

け

ら

れ

た

ホ

ー

ム
付
き

の
訓
練
用
訳
も
あ
り

、

実
際

の

４
分
の
１
サ
イ
ズ

の
ミ

■
菫
両
が

一定
る

。
訳
社
員

ら
は

こ
こ

で

人

員
事
故

や
信
号
異

品̈
が

月
き

●
一百
０

万
澪
手
編

な
く
、
同
支
社
は
実
路
的
に
学

べ
る
機
会
を
増
や
そ
う
と
約
１０

億
円
を
投
じ
て
整
備
し
た
ｃ
訓

練
で
き
る
こ
聞
の
回
数
は
１
１

５
倍
に
な
る
見
通
し
と
い
う
。

日
土
一〓
「■
〓
―
■
，
４
１
′′ヽ

応ｎＦ露い
海

）ヽ
害轟動

み

４
妻
鷲

転
落
死
し
た
可
能
性
が

高
い
と
み
て

い
る
。

.よ

ヽ大切な家族だからダ

一ミ
機

，

ｒ

．
■

，

■
、

一

・・■r.

―
●
¨
・
・
一
‐
″
‐

ロシアで のバ iンエ′′ゞ演 に 向 け 、 ,賞
二  技 指 '・軍に打 ち込 む岡木 さ ん (中央 .

(6月 30日 、武蔵野「|]で )
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